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ロ
l
ザ
・
パ

l
ク
ス
の
生
涯

ー

ー

マ

l
テ
ィ
ン
・
ル

l
サ
l
・
キ
ン
グ
・
ジ
ュ
ニ
ア
と
の
出
会
い
ま
で
|
|

オミこ
/f木

田

美
千
代

は
じ
め
に

(
問
。

g

E円
E
W
5
5
E
N
C
C旬
、
以
下
パ

i
ク
ス
と
記
す
)
は
、
モ
ン
ゴ
メ
リ

l
・
パ
ス
・
ボ
イ
コ
ッ
ト
運
動
を

始
動
さ
せ
た
女
性
で
あ
る
。
彼
女
の
そ
の
一
事
は
、
ア
メ
リ
カ
の
歴
史
を
大
き
く
変
え
る
転
換
点
に
な
っ
た
。
彼
女
の
そ
の
一
事
が
な

ロ
l
ザ
・
パ

l
ク
ス

け
れ
ば
、

ア
メ
リ
カ
の
歴
史
は
、
我
々
が
知
っ
て
い
る
も
の
と
は
大
き
く
違
っ
た
軌
跡
を
描
い
た
に
違
い
な
い
。

パ
ー
ク
ス
の
人
生
は
意
外
に
知
ら
れ
て
い
な
い
。
特
に
、

日
本
に
お
い
て
は
そ
う
で
あ
る
。
本
小
論
に
お
い
て
は
、

パ
ー
ク
ス
が

マ
l
テ
ィ
ン
・
ル

l
サ
l
・
キ
ン
グ
・
ジ
ュ
ニ
ア
(
冨
向
江
口

r邑
百
円
百
ロ
F
T・
5
N匂
I
S
g
)
に
出
会
う
ま
で
を
取
り
扱
う
こ
と
に
す
る
。

(
キ
ン
グ
に
出
会
っ
た
後
の
パ

l
ク
ス
に
つ
い
て
は
、
別
に
取
り
扱
う
こ
と
に
す
る
)
。
キ
ン
グ
に
出
会
う
ま
で
の
パ

l
ク
ス
の
人
生
を

た
ど
る
こ
と
に
よ
っ
て
わ
か
る
こ
と
は
、
育
っ
た
家
庭
環
境
に
し
て
も
、
信
仰
と
教
会
生
活
に
し
て
も
、
受
け
た
学
校
教
育
に
し
て
も
、

公
民
権
運
動
へ
の
参
加
の
し
か
た
に
お
い
て
も
、
両
者
は
意
外
と
異
な
っ
て
い
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

パ
ー
ク

ス
の
そ
の
後
の
人
生
(
や
パ

l
ク
ス
の
人
生
全
体
)
か
ら
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の
は
、
猿
谷
要
が
「
ロ

i
ザ
・
パ

i
ク
ス
は
い
つ
も
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キ
ン
グ
博
士
と
行
動
を
共
に
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、

そ
の
心
情
は
固
く
結
ぼ
れ
て
い
た
」
と
言
う
ご
と
く
、
パ
ー
ク
ス

と
キ
ン
グ
は
、
生
涯
お
互
い
に
信
頼
の
気
持
ち
を
持
ち
続
け
て
い
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
(
こ
の
面
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
論
じ

172 

る
こ
と
に
す
る
)
。

一
九
世
紀
の
四
半
世
紀
末
頃
、
ア
メ
リ
カ
の
南
部
に
お
い
て
は
、
「
ジ
ム
・
ク
ロ
ウ
法
」
に
よ
っ
て
、
輸
送
機
関
、
学
校
、
病
院
、
食

堂
、
ホ
テ
ル
、
劇
場
そ
の
他
の
い
た
る
所
で
、
黒
人
は
白
人
か
ら
、
法
的
に
隔
離
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
八
九
六
年
に
は
、
「
プ

レ
ッ
シ

l
対
フ
ァ

i
ガ
ソ
ン
」
最
高
裁
判
決
に
お
い
て
、
「
分
離
す
れ
ど
も
平
等
な

2
8
R
ω

件。
σ己

25-)」
各
種
の
施
設
を
も
つ
こ

と
を
認
め
る
南
部
の
制
度
が
法
的
に
有
効
に
な
っ
た
。
教
育
の
領
域
で
は
、
黒
人
の
ブ
ラ
ウ
ン
が
カ
ン
ザ
ス
州
タ
ピ
カ
教
育
委
員
会
を

相
手
ど
り
、
公
立
学
校
に
お
け
る
人
種
隔
離
は
憲
法
違
反
で
あ
る
と
訴
え
た
「
ブ
ラ
ウ
ン
対
タ
ピ
カ
教
育
委
員
会
」
裁
判
で
、
一
九
五

四
年
五
月
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
最
高
栽
は
、
教
育
上
の
人
種
隔
離
は
憲
法
違
反
で
あ
る
と
の
判
決
を
下
し
た
。
し
か
し
、
他
の
領
域
で

は
、
黒
人
は
依
然
と
し
て
、
白
人
か
ら
隔
離
さ
れ
続
け
て
い
た
。

ま
た
、
二

O
世
紀
の
初
頭
頃
、
ア
メ
リ
カ
南
部
に
お
い
て
、
ク
l
・
ク
ラ
ッ
ク
ス
・
ク
ラ
ン
が
再
出
現
し
た
。
こ
の
集
団
は
、
南
北

戦
争
後
に
結
成
さ
れ
、
そ
れ
か
ら
約
半
世
紀
後
の
一
九
一
五
年
の
感
謝
祭
の
日
に
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
ス
ト
ー
ン
・
マ
ウ
ン
テ
ン
で
再
結

成
さ
れ
た
。
パ

i
ク
ス
は
、
「
六
歳
に
な
る
頃
に
は
わ
た
し
は
物
心
が
つ
い
て
い
て
、
わ
た
し
た
ち
は
本
当
に
は
自
由
で
は
な
い
こ
と
が

わ
か
っ
て
い
た
。
ク
!
・
ク
ラ
ッ
ク
ス
・
ク
ラ
ン
は
、
黒
人
の
居
住
区
に
乗
り
込
ん
で
き
て
、
教
会
を
焼
き
払
い
、
黒
人
に
暴
力
を
振

る
い
、
黒
人
を
殺
し
て
い
た
」
と
、
述
懐
し
て
い
る
。

パ
ー
ク
ス
を
取
り
巻
く
、
そ
の
当
時
の
状
況
(
そ
の
一
部
を
示
し
た
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
)
は
、
以
上
の
ご
と
き
で
あ
っ
た
。
過
酷

な
環
境
の
な
か
で
生
さ
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。



口
l
ザ
・
パ
ー
ク
ス
の
生
涯

1

1

マ
1

テ
ィ
ン
・
ル

l
サ
l
・
キ
ン
グ
・
ジ
ュ
ニ
ア
と
の
出
会
い
ま
で
ー
ー
ー

口
l
ザ
・
パ
ー
ク
ス
が
育
っ
た
家
庭

パ
ー
ク
ス
の
父
は
、
ジ
エ

l
ム
ズ
・
マ
ツ
コ

i
レ
(
』
ω
B
g
冨
の
わ
き
目
。
可
)
と
い
い
、
ア
ラ
パ
マ
州
ア
ベ
ヴ
ィ
ル

パ
ー
ク
ス
が
、
五
歳
頃
か
ら
成
人
し
て
結
婚
す
る
ま
で
、
父
親
に

2
5
2
E
O
)
出
身

で
、
職
業
は
大
工
で
あ
っ
た
。
仕
事
上
、

会
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。

ほ
と
ん
ど
家
に
帰
ら
ず
、

パ
ー
ク
ス
の
母
は
、

レ
オ
ナ
・
エ
ド
ワ

l
ズ

(
F
8
5
開
門
言
問
含
)
と
い
い
、

ア
ラ
パ
マ
州
パ
イ
ン
・
レ
ヴ
ェ
ル

(
E
S
T当
巳
)
出

身
だ
っ
た
。
彼
女
は
、

ア
ラ
パ
マ
州
セ
ル
マ
に
あ
る
ペ
イ
ン
大
学
(
罫
苫
o
d
E〈
Rω
石
)
に
行
き
、
教
員
免
許

S
Z
R
Eロぬ

パ
イ
ン
・
レ
ヴ
ェ
ル
で
教
師
を
し
た
こ
と
も
あ
る
。
(
学
士
号
は
取
得
し
な
か
っ
た
)
。

8
2
5
g
g
)
を
取
得
し
、

ジ
ェ

i
ム
ズ
・
マ
ツ
コ

l
レ
と
レ
オ
ナ
・
エ
ド
ワ

l
ズ
は

一
九
一
二
年
四
月
一
一
一
日
、
ど
ち
ら
も
二
四
歳
で

パ
イ
ン
・
レ
r

ヴ
エ

ローザ・パークスの生涯

ル
の
マ
ウ
ン
ト
・
シ
オ
ン

A
M
E
教
会
(
冨
g
E
N
Bロ
民
立
の

S
Z
2
Z
E巳
何
回
】

2
8宮
-
ゎ
E
R
F
)
で
結
婚
式
を
挙
げ
た
。
そ
の
直
後
に
、

彼
ら
は
ア
ラ
バ
マ
州
タ
ス
キ

i
ギ

3
5
g
m
o
o
)
に
移
っ
た
。

一
九
一
三
年
二
月
四
日
に
、
ジ
ェ

i
ム
ズ
・
マ
ツ
コ

l
レ
と
レ
オ
ナ
・
エ
ド
ワ

l
ズ
を
両
親
と
し
て
、
タ
ス
キ

l
ギ

パ
ー
ク
ス
は

に
て
生
ま
れ
た
。

パ
ー
ク
ス
が
二
歳
頃
ま
で
タ
ス
キ
l
ギ
に
住
ん
で
い
た
。
そ
の
後
、
し
ば
ら
く
ア
ベ
ヴ
ィ
ル
(
ジ
ェ

l
ム
ズ
の
実
家
)

パ
イ
ン
・
レ
ヴ
ェ
ル
の
自
分
の
両
親
の
も
と
に
帰
っ
た
。

で
過
ご
し
た
が
、

レ
オ
ナ
は
、

パ
ー
ク
ス
を
連
れ
て
、

以
上
に
お
い
て
わ
か
る
よ
う
に
、

パ
ー
ク
ス
は
、
父
親
の
影
響
を
ほ
と
ん
ど
受
け
る
こ
と
な
く
、
成
長
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
母

親
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
、
大
な
る
も
の
が
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
母
親
自
身
、
教
育
の
機
会
を
有
効
に
活
用
し
て
、
教
員
資
格
を
取

173 



得
し
、
実
際
に
教
師
に
な
っ
た
よ
う
に
、

パ
ー
ク
ス
の
教
育
に
も
関
心
を
も
ち
、

パ
ー
ク
ス
が
教
育
を
受
け
る
こ
と
を
望
ん
で
い
た
。

174 

2 

口
ー
ザ
・
パ

l
ク
ス
の
信
仰
と
教
会
生
活

パ
イ
ン
・
レ

ヴ
ェ
ル
に
戻
っ
て
か
ら
は
、
パ
ー
ク
ス
は
、
お
じ
が
説
教
師
(
℃
B
R
F
R
)
で
あ
っ
た
マ
ウ
ン
ト
・
シ
オ
ン

A
M
E
教
会
で
育
っ
た
。
し

パ
ー
ク
ス
は
、

二
歳
の
と
き
、

A
M
E
教
会

(
A
M
E
教
会
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
)

で
幼
児
洗
礼
を
受
け
て
い
る
。

か
し
、
そ
の
当
時
の
マ
ウ
ン
ト
・
シ
オ
ン

A
M
E
教
会
は
、
財
政
上
、
第
三
日
曜
日
だ
け
礼
拝
が
行
な
わ
れ
て
い
た
の
で
、
第
一
、
第

わ二
り
は第
な四
か日
つ曜
た5日

lま

パ
プ
テ
ス
ト
教
会
の
礼
拝
に
出
席
し
て
い
た
。
し
か
し
、

パ
ー
ク
ス
が

A
M
E
教
会
の
所
属
で
あ
る
こ
と
に
変

一
O
代
に
な
る
と
、

敬
度
な
信
徒
で
あ
っ
た
。

パ
ー
ク
ス
は
、

モ
ン
ゴ
メ
リ

l
の
セ
ン
ト
・
ポ

l
ル
A
M
E
教
会
に
出
席
し
、

そ
の
教
会
の

いは
つ日一
。度

も
な
く

パ
ー
ク
ス
の
信
仰
の
特
徴
は
、
そ
の
「
純
粋
性
」
に
あ
る
と
言
え
よ
う
。
「
神
へ
の
信
仰
が
パ

l
ク
ス
に
と
っ
て
疑
問
で
あ
っ
た
こ
と

そ
れ
は
答
え
で
あ
っ
た
」
と
い
う
。
パ
ー
ク
ス
が
好
き
な
聖
書
は
、
『
詩
篇
』
第
二
三
編
や
第
二
七
編
で
あ
っ
た
と

ま
た

パ
ー
ク
ス
の
も
う
ひ
と
つ
の
信
仰
の
特
徴
は
、
彼
女
が
教
会
と
絶
え
ず
固
く
結
び
つ
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
彼

女
は
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。
「
私
は
、
常
に
教
会
を
強
さ
の
源
泉
と
し
て
き
た
。
(
中
略
)
教
会
は
い
つ
も
、
私
た
ち
が
神
に
安
ら

ぎ
と
勇
気
を
求
め
る
こ
と
の
で
き
る
場
所
で
あ
る
。
ま
た
、
私
た
ち
を
元
気
づ
け
、
前
進
へ
の
力
を
与
え
て
く
れ
る
。
ど
こ
を
旅
し
よ

う
と
、
私
は
い
つ
も
教
会
の
礼
拝
に
行
く
よ
う
に
努
め
て
い
る
」
。

上
述
の
よ
う
に
、
教
会
が
パ

l
ク
ス
の
個
人
的

(
E
E
i含
包
な
)
信
仰
に
深
く
関
わ
っ
て
い
た
の
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
教
会
は

公
民
権
運
動
と
も
深
い
関
わ
り
を
も
っ
て
い
た
と
、

パ
ー
ク
ス
は
認
識
し
て
い
る
。
当
時
、
黒
人
が
、
合
法
的
に
集
会
し
情
報
交
換
で



き
た
場
所
は
、
教
会
だ
け
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
教
会
こ
そ
が
、
当
時
、
黒
人
共
同
体
の
基
礎
と
な
る
場
所
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
、
公
民
権
運
動
の
際
、
祈
り
は
と
て
も
重
要
で
あ
っ
た
と
、
パ
ー
ク
ス
は
認
識
し
て
い
る
。
「
モ
ン
ゴ
メ
リ

i
・
パ
ス
・
ボ
イ
コ
ッ

ト
運
動
の
間
も
、
私
た
ち
は
、
集
会
の
前
に
必
ず
祈
り
を
さ
さ
げ
た
も
の
だ
っ
た
。
デ
モ
行
進
や
、
座
り
こ
み
に
参
加
す
る
前
に
も
、

パ
ー
ク
ス
は
述
懐
し
て
い
る
。

祈
っ
た
」
と
、

マ
l
テ
ィ
ン
・
ル

l
サ
l
・
キ
ン
グ
・
ジ
ュ
ニ
ア
は
、
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

(垣内巳百円一

E
g
n
F
g
σ
g
F
W
5
2
E
5
5
)
を
読
ん
で
以
来
、
ぼ
く
は
、
ど
ん
な
宗
教
で
も
人
間
の
魂
を

気
づ
か
う
と
称
し
な
が
ら
、
そ
う
し
た
魂
を
お
び
や
か
す
社
会
や
経
済
の
状
態
に
関
心
を
い
だ
か
ぬ
も
の
は
、
い
わ
ば
徒
に
葬
り

さ
ら
れ
る
日
を
待
っ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
、
精
神
的
に
死
に
か
か
っ
た
宗
教
だ
と
、
信
ず
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
適

ラ
ウ
シ
エ
ン
ブ
ッ
シ
ュ

切
に
も
次
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
た
。
「
個
人
と
と
も
に
終
わ
る
宗
教
は
滅
び
る

g含
・
)
」
と
。

(〉

B
E柱
。
ロ
吾
川
同
庁
O
D
門
町
三
匹
任
。
古
門
HFiιs-w

以
上
か
ら
言
え
る
こ
と
は
、

パ
ー
ク
ス
は
、
神
に
対
し
て
素
朴
で
純
粋
な
個
人
的
信
仰
を
も
っ
て
い
る
と
同
時
に
、

そ
こ
に
留
ま
ら

ローザ・パークスの生涯

な
い
で
、
公
民
権
運
動
に
も
深
く
関
わ
っ
て
い
く
よ
う
な
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
信
仰
も
も
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

パ
ー
ク
ス
に
お
い
て
は
、

そ
の
両
面
が
葛
藤
を
起
こ
す
こ
と
な
く
、
調
和
し
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

生
涯
を
通
し
て
パ

i
ク
ス
が

A
M
E
 (
ア
フ
リ
カ
ン
・
メ
ソ
ジ
ス
ト
監
督
)
教
会
の
熱
心
な
信
徒
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
彼
女
を
語

る
際
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。
キ
ン
グ
は
、
生
涯
を
通
し
て
パ
プ
テ
ス
ト
派
で
あ
っ
た
。
こ
の
違
い
は
、
意
外
に

知
ら
れ
て
い
な
い
。
ダ
グ
ラ
ス
・
ブ
リ
ン
ク
リ
l
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

175 



176 

生
涯
を
通
し
て
パ

l
ク
ス
は
、
元
奴
隷
の
リ
チ
ャ

l
ド
・
ア
レ
ン
(
担
。
F
R己
注

-
g
L芯
C
E
H
∞ω
H
)

が
一
八
一
六
年
に
フ
ィ
ラ
デ

ル
フ
ィ
ア
に
創
設
し
た
ア
フ
リ
カ
ン
・
メ
ソ
ジ
ス
ト
監
督

(
A
M
E
)
教
会
の
熱
心
な
信
徒
で
あ
っ
た
。
創
立
当
初
か
ら
A
M
E

教
会
は
、
『
フ
リ
ー
ダ
ム
ズ
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
(
旬
、
§
§
さ
ぱ
、
ミ
ミ
ミ
)
』
を
通
し
て
、
議
会
に
奴
隷
制
の
廃
止
を
請
願
し
て
い
た
。
(
中

略
)
ほ
ど
な
く
、
会
衆
に
は
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ダ
グ
ラ
ス
(
司
包
R
片
付
ロ

g
m
E
P
Z見
山
∞
包
)
や
ハ
リ
エ
ッ
ト
・
タ
ブ
マ
ン

(
出
向
江
巳
↓
与

5
8
W
5
N
H
1
5ロ
)
、
ソ
ジ
ャ
ナ
・
ト
ゥ
ル

i
ス

(ω
♀

2
5
0円、
H
E
F
見
当
ア
毘
∞
ω)
ら
が
参
加
す
る
こ
と
に
な
る
。

(
中
略
)
そ
の
五

O
年
後
、
同
教
会
が
南
北
戦
争
後
の
南
部
の
い
た
る
所
へ
と
広
が
り
を
見
せ
る
の
に
合
わ
せ
て
、
ア
ラ
バ
マ
に
お

け
る
最
初
の

A
M
E
教
会
が
モ
ビ

l
ル
(
富
。
E
F
)
に
建
て
ら
れ
た
。

信
徒
と
七

0
0
0
の
教
区
を
擁
し
て
い
た
。

一
九
二
二
年
の
パ

l
ク
ス
の
誕
生
時
、
教
会
は
五

O
万
の

加
え
て
、
音
ω

外
に
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
は
、

パ
ー
ク
ス
が
所
属
し
て
い
た
A
M
E
教
会
は
公
民
権
運
動
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を

そ
の
事
実
は
キ
ン
グ
や
ラ
ル
フ
・
ア
パ
ナ
シ

I
(岡
山
巳
℃

F
K
F
σ
2
5
F引

S
N
。'
S∞C
)

が
パ
プ
テ
ス

ト
派
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
覆
い
隠
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

果
た
し
た
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、

3 

口
l
ザ
・
パ

l
ク
ス
が
受
け
た
学
校
教
育

一
九
一
八
年
、

パ
ー
ク
ス
五
歳
の
と
き
、
初
め
て
学
校
に
行
き
始
め
た
。

パ
イ
ン
・
レ
ヴ
ェ
ル
の
そ
の
学
校
は
、

マ
ウ
ン
ト
・
シ
オ

ン・

A
M
E
教
会
の
庭
の
中
に
あ
っ
た
。
そ
の
当
時
、
教
会
の
建
物
が
学
校
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
も
た
く
さ
ん
あ
っ
た
が
、

パ
l
ク
ス
の
学
校
は
教
会
の
庭
に
校
舎
が
別
に
あ
っ
た
。



パ
ー
ク
ス
の
母
が
、
教
員
免
許
更
新
の
た
め
、

モ
ン
ゴ
メ
リ
l
に
あ
る
ア
ラ
パ
マ
州
立
師
範
学
校
(
現
在
の
ア
ラ
パ
マ
州
立
大
学
)

の
サ
マ

i
ス
ク
ー
ル
に
通
っ
て
い
た
と
き
に
は
、

通
っ
た
こ
と
も
あ
る
。

パ
ー
ク
ス
は
そ
の
学
校
の
な
か
の
実
験
学
校

S
-与
2m伊丹。ミ

R
E。
】
)
に
数
週
間

そ
の
後
、

パ
イ
ン
・
レ
ヴ
ェ
ル
に
戻
る
が

マ
ウ
ン
ト
・
シ
オ
ン
A
M
E
教
会
の
庭
の
な
か
に
あ
っ
た
学
校
は
閉
鎖
さ
れ
て
い
た
の

一
一
歳
に
な
る
ま
で
、
通
っ
た
。

で
、
パ

l
ク
ス
の
母
が
教
師
を
し
て
い
た
ス
プ
リ
ン
グ
ヒ
ル
(
∞
買
E
m
Z
E
)
の
教
会
の
学
校
に
、

パ
i
ク
ス
一
一
歳
の
と
き
、
「
モ
ン
ゴ
メ
リ
l
女
子
実
業
学
校
(
任
。
冨

g
仲間。
B
oミ

H
E
g胃
E
P
Z♀
沙
門
の
広
ω)
」

「
ミ
ス
・
ホ
ワ
イ
ト
の
女
子
実
業
学
校
(
冨
弓
巧
E
Z〆
H
E
5
E
ω
-
w
g。
=
。
円
。
芭

ω)」
と
し
て
も
知
ら
れ
て

一
九
二
四
年
、

に
入
学
す
る
。
別
名
、

い
た
。
こ
の
学
校
は
、

「
南
北
戦
争
が
終
わ
っ
た
翌
年
の
一
八
六
六
年
に
創
設
さ
れ
た
、
他
に
類
の
な
い
進
歩
的
な
教
育
機
関

(ω

s
z
c
o
q
℃円。唱。
ωω
守
oEω
巴
門
戸
洋
守
口
)
、
だ
っ
た
」
。
「
共
同
創
設
者
の
二
人
、
ア
リ
ス
・

L
・
ホ
ワ
イ
ト

s
r
o
「
当
E
Z
)
と
マ
ー
ガ

レ
ッ
ト
・
ビ
ア
i
ド
(
冨
R
m
R
Z
目
。
同
仏
)
お
よ
び
教
員
は
全
員
白
人
で
、
二
五

O
人
か
ら
三

O
O
人
い
た
女
子
学
生
は
す
べ
て
黒
人

だ
っ
た
」
。
こ
の
学
校
は
、
普
通
の
科
目
(
英
語
、
理
科
、
地
理
)
も
あ
っ
た
が
、
家
政
学
(
料
理
、
裁
縫
、
家
庭
管
理
、
病
人
の
看
護

ローザ・パークスの生涯

の
仕
方
)
に
焦
点
を
当
て
て
い
た
。
そ
れ
は
、
ブ
ッ
カ
l
・
T
・
ワ
シ
ン
ト
ン
(
回

g
g円
同
者
g
Eお
S
F
5
8
E
H
S印
)
の
影
響
も
受

け
た
職
業
訓
練
的
取
り
組
み

(ω

買
お
宮
凶
片
付
〈
。

g
t
g巳
告
買

gnF)
で
あ
り
、
「
ワ
シ
ン
ト
ン
は
、
こ
の
学
校
の
教
育
的
戦
略
に
心
か

ら
の
賛
意
を
表
明
し
た
」
。
ま
た
こ
の
学
校
は
、
ブ
ッ
カ
i
・
ワ
シ
ン
ト
ン
流
の
職
業
教
育
と
と
も
に
、
厳
格
な
キ
リ
ス
ト
教
主
義
の
学

こ
の
学
校
で
パ

l
ク
ス
が
一
番
学
ん
だ
こ
と
は
、
「
自
分
は
尊
厳
と
自
尊
心
を
も
っ
た
人
間
で
あ
る
(
同

ω
B
凶日
5
5
8

4
1
F
島

m
E
Q
自
己

8
F
B唱。
2
・
)
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
こ
で
気
づ
く
こ
と
は
、
パ
ー
ク
ス
の
教
育
に
、
ブ
ッ
カ
l
・
T
・
ワ
シ
ン
ト
ン
の
思
想
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

校
で
も
あ
っ
た
。

あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、

パ
ー
ク
ス
は
、

ワ
シ
ン
ト
ン
の
影
響
を
受
け
て
、
成
長
し
て
い
っ
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
そ
の
最
大
の
理
由

177 



iま

マ
ツ
コ

1
レ
家
(
特
に
母
親
)
が
、
ブ
ッ
カ
l
・
T
・
ワ
シ
ン
ト
ン
を
尊
敬
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
な
の
に
、
後
で
述
べ

178 

る
こ
と
に
な
る
が
、

パ
ー
ク
ス
の
公
民
権
運
動
へ
の
参
加
の
出
発
点
と
そ
の
過
程
は
、
徹
頭
徹
尾
、

w
・
E
・
B
・
デ
ュ
ボ
イ
ス

予言

円
切
・
ロ
ロ
回
。
2
・

5
g
1
5
8
)
が
そ
の
創
立
に
際
し
て
尽
力
し
た
「
全
国
黒
人
向
上
協
会

(
N
A
A
C
P
、
す
な
わ
ち
、

Z
住
吉
巳

krg。
g
t
g
問。

2
Z
K
F雪山口
8
B
g
g同(い。
-
2
a
H
4
8
Z
)
」
と
共
に
あ
っ
た
。
穏
健
派
ワ
シ
ン
ト
ン
と
急
進
派
デ
ュ
ボ
イ
ス
と
い
う
、

徹
底
的
に
異
な
る
二
人
の
思
想
と
活
動
が
、

パ
ー
ク
ス
と
い
う
一
人
の
人
に
流
れ
込
み
、
受
容
さ
れ
て
い
る
の
は
、
興
味
深
い
こ
と
で

あ
る
。

ス
ウ
ェ
イ
ン
校
(
己
百
∞
羽
毛

5ω
♀
。
。
]
)
(
現
ブ
ッ
カ
l
・
T
・
ワ
シ
ン
ト
ン
中
学
校
)
、
セ

ン
テ
ニ
ア
ル
・
ヒ
ル
高
等
学
校

(
P
E
B巳
色
目
-
己
出
mFω
♀
。
。
]
)
、
州
立
黒
人
師
範
学
校

(Fo
∞
g
g
Z
R白
色
∞
各
。
。
=
。
円
(
U
♀

2
0己

一
九
五

0
年
代
の
公
民
権
運
動
の
活
動
家
た
ち
を
養
成
し
た
。

「
モ
ン
ゴ
メ
リ
l
女
子
実
業
学
校
」
は
、

∞片足
g
Z
)
(
現
ア
ラ
パ
マ
州
立
大
学
)
と
と
も
に

残
念
な
こ
と
に
、
「
モ
ン
ゴ
メ
リ

l
女
子
実
業
学
校
」
は
、
パ
ー
ク
ス
が
八
学
年
(
中
学
二
学
年
に
相
当
)
を
終
え
た
一
九
二
八
年
に
、

閉
校
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
パ

i
ク
ス
は
、
九
学
年
目
を
ス
ウ
ェ
イ
ン
校
で
、

一
O
学
年
と
一
一
学
年
(
高
校
一
、
二

学
年
に
相
当
)
を
ア
ラ
パ
マ
州
立
黒
人
教
員
養
成
大
学
付
属
教
育
実
験
学
校
(
己
5
E
g
g
gミ
R
E♀
巳

〉

EEEω
∞
E
Z
斗

O
R
E
g

hc]]omo
甘円一
Z
o
m
g
g
)
で
、
学
ん
だ
。
結
婚
後
の
一
九
三
三
年
に
パ

I
ク
ス
は
復
学
し
、
一
九
三
四
年
二
一
歳
の
と
き
に
高
校
を
卒
業

し
た
。

パ
ー
ク
ス
が
参
加
す
る
機
会
を
与
え
ら
れ
た
ハ
イ
ラ
ン
ダ

l
民
衆
学
校

(
P
O
E
m
F
E
E
R
g
-
w
p
g色

も
、
彼
女
を
語
る
場
合
、
と
て
も
重
要
で
あ
る
。
こ
の
学
校
は
、
ア
メ
リ
カ
が
大
恐
慌
に
襲
わ
れ
て
い
た
一
九
三
二
年
に
、
マ
イ
ル
ズ
・

学
校
教
育
で
は
な
い
が
、

(冨
1
2
出

R
Eロ
)
に
よ
っ
て
、
開
校
さ
れ
た
。
ホ
1
ト
ン
は
、
「
社
会
的
福
音
(
∞
R
E
。
。
弓
巳
)
」
の
信
奉
者
で
あ
り
、

教
師
で
あ
り
、
「
産
業
別
労
働
組
合
会
議

(
C
I
O
、
す
な
わ
ち
わ
gmBωω
。
己
昆
g
E色
。
門
岡
山
口
町
民
守
口
ω)
」
の
組
織
者
で
も
あ
っ
た
。

ホ
l
ト
ン



一
九
五

0
年
代
に
な
る
と
、
こ
の
学
校
は
、
将
来
の
リ
ー
ダ
ー
を
養
成
し
、

そ
の
人
た
ち
が
郷
里
に
帰
っ
て
か
ら
こ
の
学
校
で
学
ん
だ

こ
と
を
生
か
し
て
、
変
革
(
岳
山
口
問
。
)
を
も
た
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
セ
ミ
ナ
ー
を
行
な
っ
た
。

ヴ
ァ

l
ジ
ニ
ア
・
ダ
l
(富
日
・
百
円
抱
巴
山
口
日
円
)
、
が
、
パ
ー
ク
ス
に
、
テ
ネ
シ
ー
州
モ
ン
テ
ィ

l
グ
ル
(
富
。
巳
g
m
r
)
に
あ
る
こ
の

学
校
の
、
「
人
種
隔
離
の
撤
廃
|
|
最
高
裁
判
決
を
実
施
す
る
に
は

(
E
S
ニ)
g
o
m
R
m註
O
R
H
B℃
-
0
5
8江口
mpσ

∞石
B
s
o
n
g
-

ロ
2
2
5ロ
)
」
を
討
議
す
る
研
修
会
に
参
加
す
る
こ
と
を
薦
め
た
。
四
二
歳
の
パ

l
ク
ス
は
、
ハ
イ
ラ
ン
ダ

l
で、

一
九
五
五
年
、

一0

日
間
、
人
種
や
生
育
環
境
の
異
な
る
人
た
ち
と
一
緒
に
共
同
生
活
を
し
な
が
ら
、
人
種
隔
離
撤
廃
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
た
。

研
修
会
の
最
後
に
常
に
問
わ
れ
る
こ
と
は
、

「
と
こ
ろ
で
、
あ
な
た
は
、

ま
す
か
」
と
い
う
聞
い
で
あ
っ
た
。
こ
の
間
い
は
、

戻
っ
た
ら
、
何
を
し
ま
す
か
、
何
が
で
き

「
個
人
の
変
容
か
ら
、
社
会
の
構
造
変
革
に
つ
な
げ
る
」
鍵
と
な
る
問
い
で
あ
る
。

(
自
分
の
町
に
)

パ
ー
ク
ス
は
、
そ
の
講
義
ノ
l
ト
に
、
「
人
種
統
合
へ
の
最
初
の
一
歩
は
、
誰
に
向
け
て
行
動
が
起
こ
さ
れ
る
べ
き
な
の
だ
ろ
う
か
」
と

「
そ
れ
は
教
会
に
で
あ
る
」
と
答
え
て
い
る
。
パ
ー
ク
ス
の
こ
の
答
え
は
、
興
味
深
い
。
筆
者
は
既
に
、
「
教
会
が

の
問
い
に
対
し
て
、

パ
ー
ク
ス
の
個
人
的
信
仰
に
深
く
関
わ
っ
て
い
た
の
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
教
会
は
公
民
権
運
動
と
も
深
い
関
わ
り
を
も
っ
て
い
た

と
、
パ

l
ク
ス
は
認
識
し
て
い
る
」
と
、
「
ロ

l
ザ
・
パ

l
ク
ス
の
信
仰
と
教
会
生
活
」
の
と
こ
ろ
で
述
べ
た
。
こ
の
指
摘
と
パ

l
ク
ス

の
広
口
え
は

み
ご
と
に
符
合
し
て
い
る
と
言
え
る
。

口ーザ・パークスの生涯

4 

口
l
ザ
・
パ

l
ク
ス
の
結
婚

一
九
三
二
年
二
一
月
一
八
日
、
パ
ー
ク
ス
一
九
歳
の
と
き
、
レ
イ
モ
ン
ド
・
パ

l
ク
ス
(
同
省
目
。
豆
一
司
R
Z・
50ω
ム
ミ
吋
)
と
結
婚
す

ア
ラ
バ
マ
州
ウ
エ
ド
ウ
ィ

l
(君
包
。
当

8
)
で
生
ま
れ
た
。
学
校
教

る
。
レ
イ
モ
ン
ド
・
パ

l
ク
ス
は
、

一
九

O
三
年
二
月
二
一
日
、

モ
ン
ゴ
メ
リ
!
の
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
の
黒
人
専
用
理
髪
屈
で
、
理
髪
師

179 

育
は
、

ほ
と
ん
ど
受
け
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
肌
の
色
が
白
く
、



と
し
て
働
い
て
い
た
。

180 

レ
イ
モ
ン
ド
・
パ

l
ク
ス
は
、

N
A
A
C
P
の
モ
ン
ゴ
メ
リ

i
支
部
の
創
立
メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
あ
り
、

N
A
A
C
P
に
所
属
し
て
い
た
。
具
体
的
に
は
、
選
挙
登
録
運
動
に
関
わ
っ
て
い
た
。

パ
ー
ク
ス
と
知
り
合
う
前

か
ら
、一

九
五
一
年
、

パ
ー
ク
ス
一
家
は
、

セ
ン
テ
ニ
ア
ル
・
ヒ
ル

(
n
g
gロ巳
mLE--)
を
出
て
、

モ
ン
ゴ
メ
リ

l
の
貧
民
区
に
あ
る
ク

リ

I
ヴ
ラ
ン
ド
・
コ

l
ト
公
営
住
宅
(
同

zoos-mEn。R
z
g
g
E加
古

3
2円

)

に
移
る
ま
で
そ
こ
で
夫
レ
イ
モ
ン
ド
と
母
レ
オ
ナ
と
共
に
住
ん
だ
。

の
、
小
さ
な
六
三
四
号
室
に
移
り
、
デ
ト
ロ
イ
ト

5 

口
ー
ザ
・
パ

l
ク
ス
の
公
民
権
運
動
へ
の
参
加

パ
ー
ク
ス
の
公
民
権
運
動
へ
の
参
加
は
、

N
A
A
C
P
に
お
け
る
活
動
を
通
し
て
で
あ
っ
た
。

N
A
A
C
P
は、

一
九

O
九
年
二
月

一
二
日
に
、
黒
人
の
地
位
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
す
る
黒
人
と
白
人
の
小
さ
な
グ
ル
ー
プ
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
組
織
で
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
本
部
を
も
っ
て
い
た
。
具
体
的
に
は
、
人
種
偏
見
、
リ
ン
チ
、
残
虐
行
為
、
教
育
の
不
平
等
な
ど
に
反
対
す
る
活
動

を
し
て
い
た
協
会
で
あ
る
。

出
さパ
れ i
た8ク

ス
支は
部
長
は

一
九
四
三
年
二
一
月
に
、

N
A
A
C
P
に
入
会
し
た
。
同
時
に
、

N
A
A
C
P
の
モ
ン
ゴ
メ
リ
!
支
部
の
書
記
に
選

E
・
D
・
ニ
ク
ソ
ン

ベ
ル
の
長

(ωgz
胃
g
E
o
E
)
と
な
っ
た
。
た
だ
し
、

(
円
ロ
-
Zぽ
。
ロ
)

一
九
四
七
年
に
は

N
A
A
C
P
の
州
レ

一
九
五

0
年
代
初
期
に
は
モ
ン
ゴ
メ
リ
!
支
部
長
を
辞
任
し
て
い
た
。

で
あ
っ
た
。
ニ
ク
ソ
ン
は
、

N
A
A
C
P
の
モ
ン
ゴ
メ
リ

i
支
部
の
活
動
は
、
主
と
し
て
投
票
権
獲
得
と
市
バ
ス
の
隔
離
撤
廃
(
さ
江
口
m
E
m
E
Z
E

号
お
唱
。
官
民

8
0ご
宮
巳
q
g
ω
2
)
で
あ
っ
た
。
パ

i
ク
ス
自
身
、
一
九
四
三
年
に
二
回
、
登
録
を
試
み
る
。
一
九
四
四
年
に
も
登
録

を
試
み
る
。
一
九
四
五
年
、
三
二
歳
の
と
き
、
や
っ
と
選
挙
登
録
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
パ
ス
に
関
す
る
人
種
隔
離
反
対
運
動
に
関
し

そ
の
当
時
、



一
九
五
五
年
二
一
月
一
日
が
パ

i
ク
ス
の
最
初
の
反
対
運
動
で
は
な
く
、

市
の
パ
ス
か
ら
降
ろ
さ
れ
る
と
い
う
経
験
を
し
て
い
た
。

て
は

パ
ー
ク
ス
は
既
に
、

一
九
四
三
年
、

モ
ン
ゴ
メ
リ

l

一
九
四
八
年
に
モ
ビ

l
ル
で
行
な
わ
れ
た

N
A
A
C
P
の
州
大
会
で
は
、
パ
ー
ク
ス
は
、
「
聖
書
と
ブ
ッ
カ

i
・
T
・
ワ
シ
ン
ト
ン
を

引
用
し
て
」
、
演
説
を
行
な
っ
て
い
る
。

一
九
四
八
年
、

パ
ー
ク
ス
は
、

N
A
A
C
P
の
モ
ン
ゴ
メ
リ

l
支
部
書
記
に
加
え
て
、
州
会
議
の
書
記
に
も
任
命
さ
れ
た
。
し
か
し
、

一
九
四
九
年
五
月
に
、

モ
ン
ゴ
メ
リ

i
支
部
書
記
を
辞
し
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、

一
九
五
二
年
初
頭
に
は
、

に
復
帰
し
て
い
る
。

N
A
A
C
P
の

「
青
年
部
会
(
忌
丘
町
の
5
石)」

の
顧
問モ

なぎ
っメ
てリ
い_1 
奇8支
ー部

書
記

一
九
四
九
年
、

パ
ー
ク
ス
は

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
こ
と
を
も
と
に
す
れ
ば
、
以
下
の
こ
と
は
記
憶
す
る
に
値
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

パ
ー
ク
ス
は
、

マ
l
テ
ィ

ン
・
ル

l
サ
l
・
キ
ン
グ
・
ジ
ュ
ニ
ア
に
出
会
う
前
に

ニ
ク
ソ
ン
に
出
会
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

パ
ー
ク
ス
の
公
民
権
運

動
の
最
初
の
時
期
の
活
動
は
、

マ
l
テ
ィ
ン
・
ル

l
サ
l
・
キ
ン
グ
・
ジ
ュ
ニ
ア
で
は
な
く
、

ニ
ク
ソ
ン
と
と
も
に
あ
っ
た
。
こ
の
こ

と
は
、
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。
(
非
暴
力
抵
抗
に
よ
っ
て
公
民
権
運
動
を
進
め
て
い
く
こ
と
は
、
キ
ン
グ
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の

で
あ
っ
て
、

ニ
ク
ソ
ン
や
パ

l
ク
ス
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
思
想
や
運
動
で
は
な
か
っ
た
)
。

ローザ・パークスの生涯

6 

マ
l
テ
ィ
ン
・
ル
ー
サ

l
・
キ
ン
グ
・
ジ
ュ
ニ
ア
と
の
出
会
い

パ
ー
ク
ス
と
マ

l
テ
ィ
ン
・
ル

l
サ
l
・
キ
ン
グ
・
ジ
ュ
ニ
ア
と
の
初
め
て
の
出
会
い
は
、
実
は
、

モ
ン
ゴ
メ
リ

l
・
パ
ス
・
ボ
イ

コ
ッ
ト
運
動
が
始
ま
る
よ
り
も
前
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は

一
九
五
五
年
八
月
一
四
日
で
あ
っ
た
。
ブ
リ
ン
ク
リ

i
は
、
次
の
よ
う
に
記

し
て
い
る
。
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八
月
一
四
日
、
パ

l
ク
ス
は
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
合
同
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
(
己
5
冨
2
5
3宮
自
己
巳
Z
己
冨
旦
宮
島
忠
(
い
}ERF)
で
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聞
か
れ
た
N
A
A
C
P
の
会
議
に
参
加
し
て
、
希
望
を
匙
ら
せ
る
。
そ
の
日
パ

l
ク
ス
は
、
将
来
公
民
権
運
動
に
お
い
て
、
彼
女

よ
り
も
有
名
に
な
る
数
少
な
い
人
物
マ

l
テ
ィ
ン
・
ル

l
サ
l
・
キ
ン
グ
・
ジ
ュ
ニ
ア
と
初
め
て
出
会
う
。
(
中
略
)
そ
の
夜
、
キ

「
ブ
ラ
ウ
ン
判
決
公
宮
切
さ
さ
お
号
江
氏
。
ロ
)
」
で
あ
っ
た
。
(
中
略
)
パ
!
ク
ス
は
、

ン
グ
が
お
こ
な
っ
た
演
説
は
、

「
わ
た
し
に
は

[
キ
ン
グ
]
牧
師
が
、
黒
人
の
指
導
者
と
な
る
覚
悟
を
決
め
て
い
る
よ
う
に
思
え
た
」
、
「
わ
た
し
は
、
牧
師
の
雄
弁
さ
に
深
い
感
銘

を
受
け
た
」
と
の
印
象
を
示
し
て
い
る
。

キ
ン
グ
と
パ

l
ク
ス
と
の
最
初
の
出
会
い
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
お
い
て
ほ
と
ん
ど
注
目
さ
れ
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、

パ
ー
ク
ス
が
、
実
際
の
モ
ン
ゴ
メ
リ

i
・
パ
ス
・
ボ
イ
コ
ッ
ト
運
動
が
始
ま
る
前
か
ら
、
キ
ン
グ
に
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
な
印
象
を
も
っ
て
い

た
こ
と
は
、

そ
の
後
の
ボ
イ
コ
ッ
ト
運
動
を
成
功
さ
せ
る
う
え
で
重
要
な
こ
と
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
も
言
い
過
ぎ
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

数
日
後
、

パ
ー
ク
ス
は
、
キ
ン
グ
に
手
紙
を
書
い
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、

N
A
A
C
P
の
役
員
会
に
入
っ
て
ほ
し
い
こ
と
、
次
回

の
依
頼
で
あ
っ
た
。
残
念
な
が
ら
、
キ
ン
グ
に
は
先
約
が
あ
っ
た
。

の
会
合
に
出
席
し
て
ほ
し
い
こ
と
、

お
わ
り
に

キ
ン
グ
と
E
・
D
・
ニ
ク
ソ
ン
や
、
キ
ン
グ
と
ラ
ル
フ
・
ア
バ
ナ
シ
!
と
の
関
係
と
違
っ
て
、
キ
ン
グ
と
パ

l
ク
ス
は
、
生
涯
信
頼

の
気
持
ち
を
持
ち
続
け
た
。
し
か
し
、
キ
ン
グ
に
出
会
う
ま
で
の
パ

l
ク
ス
の
人
生
を
た
ど
る
こ
と
に
よ
っ
て
わ
か
っ
た
こ
と
は
、

育
っ
た
家
庭
環
境
に
し
て
も
、
信
仰
と
教
会
生
活
に
し
て
も
、
受
け
た
学
校
教
育
に
し
て
も
、
公
民
権
運
動
へ
の
参
加
の
し
か
た
に
お



い
て
も
、
両
者
は
意
外
と
異
な
っ
て
い
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
育
っ
た
家
庭
環
境
に
関
し
て
言
え
ば
、

パ
ー
ク
ス
は
、
父
親
の
影
響

を
ほ
と
ん
ど
受
け
る
こ
と
な
く
、
成
長
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
母
親
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
、
大
な
る
も
の
が
あ
っ
た
。
信
仰
と
教

会
生
活
に
つ
い
て
言
え
ば
、

パ
ー
ク
ス
は
、
神
に
対
し
て
素
朴
で
純
粋
な
個
人
的
信
仰
を
も
っ
て
い
た
と
同
時
に
、

そ
こ
に
留
ま
ら
な

い
で
、
公
民
権
運
動
に
も
深
く
関
わ
っ
て
い
く
よ
う
な
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
信
仰
も
も
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

パ
ー
ク
ス
に
お
い
て
は
、

そ
の
両
面
が
葛
藤
を
起
こ
す
こ
と
な
く
、
調
和
し
て
い
た
。
ま
た
、
生
涯
を
通
し
て
パ

l
ク
ス
が
、

A
M
E
教
会
の
熱
心
な
信
徒
で

あ
っ
た
こ
と
は
、
彼
女
を
語
る
際
、
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。
キ
ン
グ
は
、
生
涯
を
通
し
て
パ
フ
テ
ス
ト
派
で
あ
っ
た
。
こ
の
違
い
は
、

意
外
に
知
ら
れ
て
い
な
い
。
受
け
た
学
校
教
育
と
い
う
こ
と
で
言
え
ば
、

パ
ー
ク
ス
の
教
育
に
、
ブ
ッ
カ

l
・
T
・
ワ
シ
ン
ト
ン
の
思

想
が
大
き
く
影
響
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、

パ
ー
ク
ス
は
、

ワ
シ
ン
ト
ン
の
影
響
を
受
け
て
、
成
長
し
て
い
っ
た
と
い

う
事
実
で
あ
る
。
そ
の
最
大
の
理
由
は
、

マ
ツ
コ

l
レ
家
(
特
に
母
親
)
が
、
ブ
ッ
カ

l
・
T
・
ワ
シ
ン
ト
ン
を
尊
敬
し
て
い
た
か
ら

で
あ
る
。
そ
れ
な
の
に
、

パ
ー
ク
ス
の
公
民
権
運
動
へ
の
参
加
の
出
発
点
と
そ
の
過
程
は
、
徹
頭
徹
尾
、

w
・
E
・
B
・
デ
ュ
ボ
イ
ス

が
そ
の
創
立
に
際
し
て
尽
力
し
た
「
全
国
黒
人
向
上
協
会

(
N
A
A
C
P
)
」
と
共
に
あ
っ
た
。
穏
健
派
ワ
シ
ン
ト
ン
と
急
進
派
デ
ュ
ボ

イ
ス
と
い
う
、
徹
底
的
に
異
な
る
二
人
の
思
想
と
活
動
が
、

パ
ー
ク
ス
と
い
う
一
人
の
人
に
流
れ
込
み
、
受
容
さ
れ
た
こ
と
は
、
興
味

深
い
こ
と
で
あ
る
。
公
民
権
運
動
へ
の
参
加
の
し
か
た
に
関
し
て
言
え
ば
、

パ
ー
ク
ス
は
、

マ
l
テ
ィ
ン
・
ル

i
サ
l
・
キ
ン
グ

ローザ・パークスの生涯

ジ
ュ
ニ
ア
に
出
会
う
前
に

ニ
ク
ソ
ン
に
出
会
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

N
A
A
C
P
に
お
け
る
、

パ
ー
ク
ス
の
公
民
権
運
動

の
最
初
の
時
期
の
活
動
は
、

マ
l
テ
ィ
ン
・
ル

l
サ
l
・
キ
ン
グ
・
ジ
ュ
ニ
ア
で
は
な
く

ニ
ク
ソ
ン
と
と
も
に
あ
っ
た
。
だ
か
ら

そ
の
後
非
暴
力
抵
抗
に
よ
っ
て
公
民
権
運
動
が
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
の
は
、
キ
ン
グ
の
思
想
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
ニ
ク
ソ
ン
や

パ
ー
ク
ス
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
思
想
や
運
動
で
は
な
か
っ
た
。
後
年
、

パ
ー
ク
ス
が
、
キ
ン
グ
の
非
暴
力
抵
抗
に
理
解
を
示
し
な

そ
こ
に
あ
る
と
言
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
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が
ら
も
、

マ
ル
コ
ム

X
へ
の
親
近
感
を
捨
て
切
れ
な
か
っ
た
理
由
の
ひ
と
つ
は
、
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)
猿
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要
「
ア
メ
リ
カ
社
会
変
革
の
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爆
剤
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『
ロ

l
ザ
・
パ
ー
ク
ス
』
ダ
グ
ラ
ス
・
ブ
リ
ン
ク
リ

i
著

O
七
年
、
二
六
四
二
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五
頁
。

(
2
)
冨
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q
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ミ
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司
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n
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書
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年
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一
九
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)
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・
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理
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岩
波
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四
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五
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4
)
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L品、切さげ可

(Zod弓
J問。長一

HJH民
吉
田

g
E
L
S
N
)
w
p
g
一ロ

l
、
ザ
・
パ

l
ク
ス
『
ロ

l
、
ザ
・
パ

l
ク
ス
自
伝
』
高
橋
朋
子
訳
、

潮
出
版
社
、
一
九
九
九
年
、
五
頁
、
九
頁
。

(
5
)
H
E
P
L由
一
高
橋
訳
、
一
八
頁
。

(
6
)
タ
ス
キ

l
ギ
は
、
そ
の
当
時
人
口
三

0
0
0
人
で
、
ブ
ッ
カ

l
・
T
・
ワ
シ
ン
ト
ン
の
名
声
に
よ
っ
て
、
黒
人
知
識
人
の
拠
点
と
な
っ
て
い

た
。
ブ
ッ
カ
l
・
T
・
ワ
シ
ン
ト
ン
に
つ
い
て
は
、
本
文
中
で
後
述
す
る
。
回
江
口
E
岳
民
一
中
村
訳
、
一
七
頁
。

(
7
)
F
E
J
E
一
中
村
訳
、
一
六
頁
。

(
8
)
思片付
ω
L守
め
宮
司
法
由
一
高
橋
訳
、
九
頁
。

(
9
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E
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w
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ザ
・
パ
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ク
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勇
気
と
希
望
』
高
橋
朋
子

訳
、
サ
イ
マ
ル
出
版
会
、
一
九
九
六
年
、
八
九
頁
。
回
江
昇

-3
区
一
中
村
訳
、
一
五
頁
。
恐
ら
く
、
タ
ス
キ
l
ギ
に
あ
っ
た
A
M
E
教
会

で
あ
ろ
う
。

(
叩
)
回
江
口
E
兵

N
T
中
村
訳
、
二
二
頁
。

(
日
)
思
円
EWCNh註
如
意
sh司
p
w
E
一
高
橋
訳
、
九
O
頁。

(
ロ
)
回
同
E
E
3
ω
吋
一
中
村
訳
、
四

O
頁。

(日
)
F
E
J
E
一
中
村
訳
、
一
五
頁
。

(
U
)
司

R
Z
W
Cミ
ミ
切
さ
お
也
F
印
印

w

可
一
高
橋
訳
、
九
一
頁
、
九
五
頁
。

184 

中
村
理
香
訳
、
岩
波
書
店
、
二

O



(日

)
F
Eよ
さ
一
高
橋
訳
、
一
一
一
二
l
l
一
一
四
頁
。

(日

)
H
E
p
w
g
s臼
二
両
橋
訳
、
五

O
|五
一
頁
。

(
口
)
問
。

8
3円
F
b
s
二
ha・
3
込
η
』

b
S目
指
定

S
S
8
h昔
、
ぱ
附
ザ
ミ

S
2
0巧
百
円

W
L
2
h
r
z
d『回
8
5
E
T
E
c
s
-
s
'
g
一口

l
、
ザ
・
パ

l

ク
ス
『
ロ

l
ザ
・
パ

i
ク
ス
の
青
春
対
話
』
高
橋
朋
子
訳
、
潮
出
版
社
、
一
九
九
八
年
、
七
八
l

七
九
頁
。

(
時
)
百
ロ
mw』

n
b
H
一
雪
山
訳
、
一

O
七
頁
。
次
も
参
照
の
こ
と
。

G
a
g
B
O
(
U
R
S
p
a
-
w
g
h
』

Nき守
3
h
司
令
、
を
ミ
ミ
Q

ミミ

hNhSミ
~0.3hγ

守

(
Z
O
J
弓
ぎ
砕
い
者
向
凶

5
0円一∞
g
g
L
g
g
L∞
一
ク
レ
イ
、
ポ
l
ン
・
カ

l
ソ
ン
編
『
マ

l
テ
ィ
ン
・
ル
l
サ
i
・
キ
ン
グ
自
伝
』
梶
原
寿
訳
、
日

本
基
督
教
団
出
版
局
、
二

O
O
一
年
、
三
四
頁
。

(
四
)
胃
E
E
3
5
一
中
村
訳
、
一
四
頁
。
現
在
、

A
M
E
教
会
は
、
約
五
百
万
人
の
信
徒
と
約
九
千
人
の
教
職
者
が
い
る
。
大
宮
有
博
『
ア
メ

リ
カ
の
キ
リ
ス
ト
教
が
わ
か
る
』
キ
リ
ス
ト
新
聞
社
、
二

O
O六
年
、
一

O
四
頁
。

(
却
)
回
江
口
匡
兵
羽
一
中
村
訳
、
七
二
頁
。

(
幻
)
五
歳
か
六
歳
か
、
正
確
な
と
こ
ろ
は
わ
か
ら
な
い
。

(n)
思吋
F

S
ふ
吉
岳
民
一
高
橋
訳
、
二
五
頁
。

(お
)
F
E
-
-
位
一
高
橋
訳
、
四
四
頁
。

(
鈍
)
宮
門
戸
よ
昌
一
高
橋
訳
、
四
四
頁
。

(
お
)
こ
の
節
に
関
し
て
は
、
以
下
を
ち
と
に
し
て
ま
と
め
た
。
司
R
F
忌
ふ
円
S
w
ぉ
・
ぉ

w怠
一
高
橋
訳
、
四
五
頁
、
五
二
頁

o
F
E
E岳
民

w

N
P
忠
一
中
村
訳
、
三

O
頁
、
三
一
頁
、
三
六
頁
。

(
お
)
回
巳
呉
-
3
5
w
ω
N
一
中
村
訳
、
一
九
頁
、
三
五
頁
。

(幻

)
H
E
p
g
一
中
村
訳
、
三
二
頁
。

(お

)
]
V
R
E
W
Sふ
き
司
法
印
。
一
高
橋
訳
、
五
三
頁
。
胃
E
E兵

ω∞
一
中
村
訳
、
三
八
頁
。

(
m
m
)

司
R
Z
u
g
-
己

swg一
高
橋
訳
、
五
七
頁
。
回

E
E兵
忠
一
中
村
訳
、
三
八
l

三
九
頁
。

(却

)
E吋
F

S
ふ
円
。
§
宏
一
高
橋
訳
、
七

O
夏。

F
5
E
O割
合

s
b
一
中
村
訳
、
四
四
頁
。
正
確
な
年
数
と
年
齢
は
、
実
の
と
こ
ろ
、
は
っ
き
り

し
な
い
。

(
訂
)
回
円
E
E岳
山
口
一
中
村
訳
、

ローザ・パークスの生涯

九
六
頁
。
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(
辺
)
宮
門

F
Sふ
さ
三
巴
ω
一
高
橋
訳
、
二
七
頁
。

(
お
)
パ

I
ク
ス
が
彼
女
に
会
っ
た
の
は
、
一
九
五
四
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
彼
女
は
、
パ

l
ミ
ン
グ
ハ
ム
で
生
ま
れ
育
っ
た
白
人
女
性
で
、
弁
護

土
の
夫
と
と
も
に
、
黒
人
の
人
種
差
別
撤
廃
の
た
め
に
働
い
た
。
思
円

F
Sら
さ
H
8
一
高
橋
訳
、
一

O
九
頁
。

(
担

)
F
E
J
H
C
H
二
両
橋
訳
、
一
一
四
頁
。
回
江
口
E
a
は
、
岡
山
R
E
で
は
な
く
て
何
色
付
巳
と
い
う
語
を
使
っ
て
い
る
。
回
江
口

E
3
記
一
中
村
訳
、

九
五
頁
。

(
お
)
司

R
F
Sふ
さ
H
E
G
一
高
橋
訳
、
二
八
頁
。
パ

l
ク
ス
は
、
そ
の
後
一
九
五
六
年
八
月
と
一
九
五
六
年
二
一
月
初
旬
に
も
、
ハ
イ
ラ
ン

ダ
l
民
衆
学
校
を
訪
問
し
て
い
る

o
F宮
E
3
5
P
5∞
一
中
村
訳
、
一
七
五
頁
、
一
七
八
頁
。

(
お
)
藤
村
好
美
「
ハ
イ
ラ
ン
ダ

l
・
フ
ォ
ー
ク
ス
ク
ー
ル
に
お
け
る
変
容
的
学
習
の
展
開
|
ロ

l
ザ
・
パ

l
ク
ス
に
見
る
社
会
変
革
へ
の
学
び

に
つ
い
て
の
考
察
l

」
『
教
育
科
学
』
二
六
号
、
二

O
O
五
年
、
一

O
七
二
二
五
頁
。

(
幻
)
回
江
口

E
3
8
一
中
村
訳
、
一

O
O
頁。

(
お
)
思
円

F
S
h
g
g
h斗
一
高
橋
訳
、
六
O
頁
、
六
二
頁
、
六
三
頁
。

(
ぬ
)
回

E
E
3
ω
∞
一
中
村
訳
、
四
一
頁
。

3
円
F
Sふ
さ
1
・
8w
口
一
高
橋
訳
、
六
六
頁
、
八
O
頁。

(ω)
胃
E
E
3
N
u
g
一
中
村
訳
、
二
頁
、
九
O
頁。

(
但
)
思
門

F
Sム
言
法
∞
C

一
高
橋
訳
、
九
二
頁
。
次
も
参
照
の
こ
と
。
本
田
創
造
『
ア
メ
リ
カ
黒
人
の
歴
史
』
岩
波
新
書
、

五
四
一
五
七
頁
。

(
位
)
回
江
口
E
3
ぉ
一
中
村
訳
、
五
O
頁。

(
必
)
宮
門

F
Sふ
さ
パ
演
出
一
高
橋
訳
、
九
三
頁
。

(
叫
)
回
江
口
]
己
主
∞
∞
一
中
村
訳
、
七
一
頁
。
中
村
訳
で
は
、
「
州
の
支
部
長
」
と
な
っ
て
い
る
が
、

(
必
)
思
円

F
忌
ふ
さ
H
E
E
8
一
高
橋
訳
、
一

O
八
頁
。

(
必
)
回
江
口
E
O出
忠
一
中
村
訳
、
五
六
頁
。

(幻

)
E円
F
Sふ
さ
リ
ミ
ω
一
高
橋
訳
、
八
三
頁
。
回
江
口
E
岳
忠
一
中
村
訳
、
五
八
頁
。

(川崎)司
R
E
L守
M
E
§

諒
一
高
橋
訳
、
八
七
頁
。

(
却
)
国
江
口

Eo-s一
中
村
訳
、
七
二
頁
。

一
九
九
一
年
、

「
州
の
長
」
が
適
訳
で
あ
ろ
う
。
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(
印

)
H
E
p
w
g
w
戸

-a一
中
村
訳
、
七
二
頁
、
七
四
頁
、

(日

)
F
E
-
-
s
'
E
C
一
中
村
訳
、
一

O
五
頁
。

(臼

)
Oミ
σ。
門
口
⑦

(
U
R
g
p
o
p
w
同
出
向
、
尋
問

3
ミ
ミ
Q
唱え
3
h
N
h
Sミ
同
3h引
'T
〈
♀
・
口
(
回

2ro]喜一，
d
E〈
ゆ
門

ω芹
一
可
。
同
(
い
包
仲
間
。

E
S
E
-
2
ω
w
一
戸
市
遺
品

)w
印
寸

N
・

回

E
H
E
3
5
0
一
中
村
訳
、
一

O
五
頁
。

(臼

)
F
E
-
L
S
'お
一
中
村
訳
、
二

O
二
1

二
O
四
頁
。

七
六
頁
、

七
七
頁
。

ローザ・パークスの生涯
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